
美保神社前をスタートして 10km地点で日本海に抜けてからは、60kmに亘り島根半島の
海岸線を漁村集落沿いに走る。天気の良い日は遠く隠岐島も望めるほど雄大な日本海の
眺望を楽しめるが、コースは起伏が多く変化に富んでいる。30km地点からのチェリーロー
ド（高低差 105M）と、45km地点から始まる島根原子力発電所裏の片句の山越え（高低差
152M）は前半の難所。沿道の声援を追い風に、無理をせずマイペースで行きたい。
55km地点の鹿島エイドで大休止をしてからは、いよいよ最大の難関・横手林道（高低差
148M）が始まる。魚瀬に至るまでの 10km 近い九十九折りはまさに我慢のしどころだが、
大野～津乃森を抜け国道 431 号に出てからは今度は一転フラットなコース。夕景の美しさ
で名高い宍道湖を左手に見ながら一路西に向かう。
後半、出雲市を駆け抜ける頃には沈み行く夕日との追いかけっこ。
そして長かった一日の締めくくりは、出雲大社・神門通りの大鳥居が選手のゴールを優し
く待ち受ける！
商売繁盛の神様・美保神社を出て、縁結びの神様・出雲大社をフィニッシュとするこのコ
ース、毎年の完走率が 70％程度と厳しいだけに走破の喜びも大きく、えびす様・だいこく
様の御利益も何かと多そうである。


